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＜個人研究への参考＞ 
この書籍では、各スポーツが集客や競技力向上のために行ってきた施策やその

結果、現在抱えている課題などが紹介されている。私の個人研究は、なぜアイ

スホッケー観戦者は少ないのか？→アイスホッケー界の集客施策に問題がある

のではないか？という問題意識に基づくものであり、この書籍で他競技の集客

モデルや実態について学び、アイスホッケー界で行われている施策と対比して

考察を進めたいと考えている。 
また、この書籍では、まだ今日のような人気が無かった Jリーグ創世記の時代
の取り組みや、野球やサッカーと比べて決して人気があるとは言えない格闘技

やフットサル界での取り組みにも言及しており、私の研究対象であるアイスホ

ッケー界の取り組みについて考える上で通じる部分があるのではないかと思っ

ている。 


